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盲目と鏡花文学
鏡
花
は
初
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
十
六
作
品
に
お
い
て
盲
人
を
（Ⅲ）
登
場
さ
せ
、
そ
の
う
ち
十
作
品
で
一
目
人
は
悪
役
と
な
っ
て
い
る
。
特
徴
は
いずれも、美しいヒロインに一一一一口い寄る醜男で執念深く付きまと
い
、
愛
欲
に
懸
か
れ
た
不
気
味
な
存
在
だ
。
鏡
花
作
品
の
盲
人
に
つ
い
て
は
、
村
松
定
孝
が
指
摘
し
、
尾
崎
紅
葉
「
心
の
闇
」
の
盲
人
像
の
摂
取
を
論じてい－級・が、師紅葉の盲人像を取ったとしても、それだけ
で
は
説
明
し
切
れ
な
い
程
の
根
強
い
盲
人
嫌
悪
が
、
鏡
花
の
悪
役
盲
人
に
は
表
れ
て
い
る
。
な
ぜ
鏡
花
は
あ
れ
ほ
ど
に
盲
人
を
悪
役
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
近
世
文
芸
や
紅
葉
の
「
心
の
闇
」
か
ら
吸
収
し
た
座
頭
の
イ
メ
ー
ジ
や
怪
人
・
妖
怪
の
よ
う
な
盲
人
像
の
影
響
、
ま
た
愛
欲
煩
悩
に
と
り
つ
か
れ
た
人
間
Ⅱ
盲
人
と
い
う
仏
教
的
価
値
観
の
受
容
、
そ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
鏡
花
の
極
端
な
精
神
主
義
的
恋
愛
観
盲
目
と
鏡
花
文
学
、
は
じ
め
に
鏡
花
作
品
の
盲
人
の
原
点
は
「
黒
猫
」
（
明
治
二
八
・
六
～
七
「
北
国
新聞この富の市だ。彼は「其居座り、また起歩行く背後には、
常に死神か、幽霊か、一個の黒影ありて」と、始めから「死神」
「幽霊」など不気味な描写で紹介される。富の市はヒロイン・
お
小
夜
に
恋
慕
し
て
彼
女
の
家
へ
日
参
す
る
が
、
迷
惑
が
ら
れ
て
お
り
、
家
族
に
も
嫌
わ
れ
拒
絶
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
諦
め
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
富
の
市
の
性
質
が
次
第
に
明
確
に
な
る
。
か
ら
生
ま
れ
た
「
恋
愛
」
と
「
煩
悩
」
の
分
裂
の
問
題
か
ら
、
鏡
花
の
盲
人
像
を
読
ん
で
み
た
い
。
一
方
、
悪
役
盲
人
を
多
く
書
き
な
が
ら
も
、
鏡
花
の
観
念
主
義
か
ら
生
じ
た
く
精
神
ｌ
肉
体
〉
〈
幻
ｌ
現
〉
の
分
裂
を
描
い
た
重
要
な
主
役
も
、
な
ぜ
か
盲
人
で
あ
っ
た
点
も
指
摘
し
た
い
。
二
、
鏡
花
の
悪
役
盲
人
た
ち 沼
田
真
里
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唯
々
断
念
め
よ
う
と
存
じ
ま
し
て
も
、
何
の
因
果
か
、
日
に
増
し
て
煩悩が募りまして、とても断念ることは出来ませぬ。（略）
唯
の
一
晩
片
時
で
も
、
…
…
は
い
、
私
は
畜
生
で
、
其
人
を
自
由
に
いたしますれば、其れを土産に潔う死まするが、私の様な
意
気
地
な
し
が
、
力
づ
く
で
は
合
ひ
ま
せ
ず
情
づ
く
で
は
猶
更
な
り
命懸けでも到底叶えられず、思いを「断念る」こともできず、
富の市は報われない恋に煩悩を募らせる。彼は「私は畜生で」
と
語
り
、
相
手
の
気
持
に
関
係
な
く
、
自
分
の
思
い
通
り
に
し
た
い
願
望
と
、
そ
れ
が
人
倫
に
反
し
て
い
る
と
自
覚
し
つ
つ
、
遂
げ
た
い
と
い
う
強
い
執
着
を
示
す
。
こ
の
倫
理
常
識
を
超
え
た
強
い
執
着
・
愛
欲
が
、
幾
度
も
彼
の
口
か
ら
「
畜
生
」
「
畜
生
道
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
。
こ
の
「畜生」は具体的には、題名の「黒猫」つまりお小夜の飼猫に
繋
が
る
。
お
小
夜
は
猫
を
非
常
に
可
愛
が
り
、
口
移
し
で
お
湯
を
や
り
、
食
べ
掛
け
の
菓
子
を
や
り
、
寝
起
き
も
同
じ
蒲
団
だ
。
良
家
の
子
女
・
お
小
夜
に
あ
っ
て
少
々
度
が
過
ぎ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
眼
を
つ
け
た
富
の
市
は
、
黒
猫
を
非
常
に
羨
ま
し
が
り
「
生
ま
れ
変
り
で
も
い
た
し
ま
し
て
、
猫になりとうございます」「畜生道へ参ってなりとも、猫にな
りとうござります」と言い出す。そして「黒猫」の結末では、
死んだ富の市の霊が本当に黒猫に糧き、お小夜に崇り復欝する。
ま
さ
に
富
の
市
は
畜
生
に
な
り
か
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
も
と
も
と
、
畜
生
道
は
仏
語
で
、
「
①
生
前
の
悪
行
の
む
く
い
で
死
後
に
落
ち
る
畜
生
の
世
界
、
境
遇
。
三
悪
道
、
六
道
の
一
つ
。
②
人
倫
上
許
せないような間がらでの色情。」（岩波国語辞典第五版）とある。
「黒猫」では二種類の意味で「畜生道」が使われている。「畜生」
と
表
現
さ
れ
る
、
富
の
市
の
人
倫
を
越
え
た
強
い
執
着
、
愛
欲
・
色
欲
は
②に近い。そしてそれを極めた結果が、死後猫にとり愚き、猫
になる。これは①と言える。
「黒猫」以外の作品でも、鏡花の盲人は畜生に楡えられるこ
とが多い。「一一一人の盲の話」では守宮や白犬に楡えられ、「怪語」
では「沖の様だの」「勿論、煩悩の犬だといふから」と犬に楡
え
ら
れ
る
。
鏡
花
作
品
で
は
他
に
も
、
人
間
が
獣
や
生
物
に
楡
え
ら
れ
（「化鳥」では金持ちは猪、かさを被った釣人は茸）、また動物
に変えられる「海神別荘」では人間の魂は海月になる）。人が
動
物
に
楡
え
ら
れ
、
又
変
身
さ
せ
ら
れ
る
時
、
そ
こ
に
な
に
か
共
通
す
る
ものがあるようなのだ。例えば、鏡花の代表作「高野聖」（明
一一一一一一・二「新小説」）では、飛騨国の深山で実に多くの獣が登
場
す
る
。
道
中
の
野
原
で
三
度
の
蛇
、
山
蛭
の
降
る
樹
林
、
動
こ
う
と
し
な
い
馬
、
美
し
い
婦
人
に
ま
と
い
付
く
蟇
蛙
、
大
幅
幅
、
猿
。
い
や
さ
ま
ざ
ま
に
む
ら
む
ら
と
家
の
ぐ
る
り
を
取
巻
い
た
や
う
で
、
一一十三十のものの鼻息、羽音、中には鳴いて居るのがある。
恰
も
何
よ
、
そ
れ
畜
生
道
の
地
獄
の
絵
を
、
月
夜
に
映
し
た
や
う
な
怪しの姿が板戸一重、魑魅魍魎といふのであらうか、（略）。
婦
人
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
り
、
病
を
治
せ
ぱ
、
人
を
獣
に
変
え
る
こ
と
も
出
来
た
。
山
家
に
集
ま
っ
た
獣
た
ち
は
み
な
、
婦
人
が
魔
力
で
獣
に
変
え
て
し
ま
っ
た
元
人
間
の
男
た
ち
だ
っ
た
の
だ
。
富
山
の
薬
売
り
も
馬
に
変
え
ら
れ
売
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
彼
は
冒
頭
場
面
に
お
い
て
、
ま
だ
若
い
旅
僧
だ
っ
た
宗
朝
を
か
ら
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
下
品
な
冗
談
を
使
っ
て
だ
。
確
か
に
嬢
様
に
会
え
ば
助
平
心
を
起
こ
す
だ
ろ
う
男
だ
っ
た
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
水
浴
を
し
て
も
、
薬
売
り
は
「
助
平
野
郎
」
で
馬
に
な
り
、
「
志
が
堅
固
」
だ
っ
た
宗
朝
は
馬
に
変
え
ら
れ
ず
に
済
む
。
男
が
獣
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に
変
え
ら
れ
る
基
準
は
嬢
様
に
助
平
心
・
色
情
を
起
こ
す
か
ど
う
か
な
の
だった。「高野聖」では助平野郎の薬売りが馬になり、「黒猫」
で
は
盲
人
・
富
の
市
が
黒
猫
に
な
る
。
ど
ち
ら
も
煩
悩
・
色
情
の
強
い
男
だ
。
思
う
に
、
鏡
花
の
幻
想
的
な
作
品
に
表
れ
る
動
物
や
獣
と
、
割
合
に
現
実
的
な
作
品
群
に
登
場
す
る
盲
人
た
ち
は
、
根
の
部
分
で
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
。
幻
想
的
な
作
品
で
は
そ
れ
ら
の
男
た
ち
は
容
赦
な
く
獣
に
変
え
られるか、獣になって登場する。が、割合に現実的な作品では、
盲
人
と
い
う
形
で
表
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
盲
人
造
形
に
は
は
じ
め
か
ら
執
着
・
愛
欲
・
煩
悩
が
突
出
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
、
時
に
は
守
宮
や
犬
な
ど
の動物を瞼えに使い、不気味な描写で色付けがなされる。獣と
盲
人
の
ど
ち
ら
も
、
鏡
花
世
界
の
中
に
あ
っ
て
は
愛
欲
煩
悩
に
汚
れ
た
者
の象徴なのだ。
で
は
鏡
花
世
界
の
中
で
人
倫
上
許
さ
れ
な
い
色
情
や
強
い
愛
欲
煩
悩
の
象
徴
記
号
に
、
畜
生
と
盲
目
が
使
わ
れ
る
と
し
て
、
な
ぜ
そ
れ
が
畜
生
と
盲
目
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
。
や
は
り
仏
教
的
な
価
値
観
の
受
容
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
鏡
花
自
身
も
観
音
信
仰
の
人
と
し
て
有
名
で
、
随
筆
「
お
ば
け
ず
き
の
い
は
れ
少
々
と
処
女
作
」
（
明
四
十
・
五
「
新
潮
」
）
で
、
観
音
経
読
調
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
観
音
経
は
法
華
経
・
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
あ
た
る
が
、
実
際
に
鏡
花
は
幾
つ
か
の
作
品
で法華経の経文を引用している。例えば「薬草取」（明一一一六・
五「二六新報」）では薬草楡品の偶頌の一部を、「高野聖」では
陀
羅
尼
品
の
偶
頌
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。
法
華
経
に
は
、
畜
生
や
盲
人
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
の
か
。
ま
ず
譽
楡
品
に
は
、
僧
や
経
を
誇
っ
た
者
の
罪
障
が
語
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
者
が
辿
る
道
が
語
ら
れ
る
。
彼
ら
は
阿
鼻
地
獄
に
落
ち
、
そ
こ
で
幾
小
劫
を
経て堕落し続け、その後地獄界へ堕ち、次は畜生界に堕ちる。
畜
生
界
で
辿
る
道
は
、
皮
膚
に
腫
瘍
や
癖
癬
の
あ
る
黒
い
痩
せ
犬
や
豹
で
始
ま
り
、
酪
駝
・
駄
馬
に
な
っ
て
人
間
に
酷
使
さ
れ
、
片
目
で
破
の
醜
い
山犬になる。更に流転を重ね、長い体で足がなく地を這い回る
生
き
物
（
お
そ
ら
く
爬
虫
類
や
蛇
）
に
な
る
。
各
畜
生
の
一
生
ご
と
に
苦
し
む
様
が
細
か
く
列
挙
さ
れ
る
。
挙
げ
ら
れ
た
畜
生
も
犬
、
駄
馬
、
蛇
な
ど
鏡
花
作
品
に
登
場
す
る
生
物
、
盲
人
の
瞼
え
に
使
わ
れ
る
動
物
と
同
じ
だ
。
そ
し
て
畜
生
だ
っ
た
者
が
人
間
と
な
っ
た
時
は
、
誇
斯
経
故
諸
根
暗
鈍
（若し人となることを得れば諸根は暗鈍にして）
挫
随
痙
壁
盲
聾
背
個
（挫随．ひきつり・壁・盲・聾・背嘔とならん。）
若
得
為
人
聾
盲
瘤
癌
（若し人となることを得れば聾・盲・瘤癌にして）
淫
欲
熾
盛
不
樺
禽
獣
（淫欲、熾盛にして禽獣を択ばざるなり。）
罪
障
と
し
て
聾
・
盲
・
梧
痘
な
ど
様
々
な
身
体
的
な
障
害
と
、
皮
膚
病
をあげている。ここでは病や身体的障害が仏罰になっており、
盲
目
は
そ
の
中
の
一
つ
だ
。
盲
目
は
前
世
の
因
果
故
に
起
こ
る
仏
罰
で
、
盲
人
は
罪
障
を
負
う
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仏
教
の
世
界
で
は
、
畜
生
も
盲
目
も
ど
ち
ら
も
同
様
に
仏
罰
で
あ
り
、
因
果
故
だ
と
い
う
点
が
共
通
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
不
具
者
に
は
病
や
貧
窮
と
い
う
罰
以
外
に
「
淫
欲、熾盛にして禽獣を択ばざるなり」と、色情が強く畜生さえ
も択ばない性癖さえ加えられる。これらの人々が畜生同様の性
癖
を
持
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
畜
生
並
み
、
畜
生
道
で
あ
る
と
暗
に
言
っ
て
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い
る
の
だ
。
畜
生
は
動
物
だ
か
ら
人
格
も
無
く
、
性
癖
も
関
係
な
い
。
し
かし、現代の感覚から言えば身体的な障害を持つだけで、同じ
人
間
だ
。
経
文
に
、
不
当
な
偏
見
や
蔑
視
に
よ
っ
て
性
格
・
性
癖
ま
で
規
定
す
る
表
現
が
載
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
弊
害
が
起
こ
っ
た
の
か
想
像
に
難
く
な
い
。
当
時
の
貧
民
を
題
材
に
人
道
的
な
テ
ー
マ
の
作
品
を
書
い
て
も
い
る
鏡
花
が
、
こ
と
盲
目
に
対
し
て
は
無
自
覚
に
不
具
者
差
別
を
見
せ
る
の
に
は
、
仏
教
的
価
値
観
や
、
経
典
の
文
脈
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
ためと思われる。鏡花だけではない。紅葉の「心の闇」もそう
だ
が
、
こ
の
時
代
の
盲
目
・
盲
人
を
表
現
す
る
比
楡
や
文
脈
自
体
が
、
古
く
は
経
典
か
ら
始
ま
る
従
来
の
不
具
者
差
別
的
盲
目
観
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
も
言
え
る
。
又
、
仏
罰
と
し
て
の
身
体
的
障
害
・
盲
目
以
外
に
も
、
特
に
煩
悩
に
迷
い
仏
法
を
信
じ
な
い
人
間
の
瞼
え
に
盲
目
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
以
貧
愛
自
蔽
盲
瞑
無
所
見
（
貧
愛
を
も
っ
て
自
ら
を
蔽
い
盲
瞑
に
し
て
見
る
所
な
く
）
衆
生
諸
根
鈍
著
楽
療
所
盲
（衆生の諸根は鈍にして楽に著し癌に盲せられたり。）
方
便
品
で
は
「
貧
愛
」
即
ち
愛
欲
の
た
め
に
盲
目
と
な
り
、
「
癌
」
即
ち
愚
痴
の
た
め
に
盲
目
と
な
る
。
盲
目
自
体
が
そ
れ
ら
の
煩
悩
や
業
に
囚
わ
れ
た
人
間
た
ち
の
状
態
を
表
す
と
同
時
に
、
そ
れ
故
六
道
・
輪
廻
転
生
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
人
間
の
楡
え
に
な
っ
て
い
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
原
典
で
は
、
こ
の
薬
草
品
の
後
半
部
分
に
、
生
ま
れ
つ
き
盲
目
の
男
の
楡
え
話
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
見
え
な
い故に「太陽も月もない」と主張し、何も信じなかった盲人が、
全
て
の
病
に
通
暁
し
た
医
者
に
よ
り
目
が
治
き
れ
見
え
る
よ
う
に
な
る
と、自分の間違いを認め、「今は何でも見えるようになった」
と喜ぶ。が、今度は神通力を持つ聖仙たちに「箸るな。お前は
何も見えていない」と説教される。この瞼え話
で、釈
迦は「如
来がかの偉大な医者で、生まれつきの盲目が人間だ」と説く。
こ
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
盲
目
・
盲
人
は
、
仏
罰
を
受
け
た
人
物
の
具
体
像
や
、
業
に
縛
ら
れ
煩
悩
に
迷
う
人
間
の
瞼
え
に
な
っ
て
お
り
、
盲
目
は
治
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
仏
の
教
え
に
よ
っ
て
開
眼
Ⅱ
悟
り
に
導
か
れ
る
も
の
な
の
だ
。
仏
教
説
話
の
盲
目
の
多
く
が
、
仏
の
功
徳
と
し
て
の
開
眼
の
奇
蹟
が
テ
ー
マ
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
経
文
の
比
愉
か
ら
き
て
い
る
。
鏡
花
の
悪
役
盲
人
造
形
も
、
こ
ん
な
仏
教
的
価
値
観
の
中
で
の
盲
人
像
を
下
敷
き
に
し
た
と
考
え
れ
ば
、
あ
れ
ほ
ど
無
自
覚
に
徹
底
し
て
悪
役
に
書
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
自
ら
が
好
ん
で
い
た
経
典
に
存
在
す
る
物
語
を
さ
ら
に
作
品
世
界
に
移
す
際
に
、
鏡
花
が
使
っ
た
の
は
、
畜
生
道
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
「
人
間
が
獣
に
変
わ
る
」
と
い
う
変
身
・
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
と
、
因
果
故
の
盲
目
、
盲
人
の
強
い
淫
欲
と
い
う
性
質
だ
っ
た
の
だ
。
個
性
や
人
格
に
関
係
な
く
、
全
て
の
盲
人
の
色
欲
が
強
い
と
い
う
設
定
も
、
仏
教
的
な
盲
人
像
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
は
鏡
花
の
悪
役
盲
人
像
が
、
い
か
に
仏
教
的
価
値
観
の
影
響
を受けているかを書いた。しかし、盲人を悪役にした理由には、
他
も
幾
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
近
世
か
ら
続
い
て
い
た
盲
人
像
で
あ
る
。
鏡
花
の
盲
人
の職業は、半分が「黒猫」の富の市のように裕福な家出身の金
持ちで、「歌行燈」の惣市のように有名な謡の芸人もいる。あ
と
半
分
は
、
流
し
の
按
摩
だ
。
何
故
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
登
場
す
る
盲
人
の
名
前
自
体
も
、
全
て
「
市
」
ま
た
は
。
」
が
付
く
。
「
當
道
５０
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制
」
に
属
し
て
い
た
頃
の
、
盲
人
に
は
市
・
’
を
付
け
る
も
の
と
い
う
習
慣
的
な
発
想
が
見
ら
れ
る
。
極
端
に
言
え
ば
、
盲
人
Ⅱ
按
摩
か
音
曲
家
と
い
う
発
想
も
、
当
時
の
習
慣
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
み
な
江
戸
期
に
あ
っ
た
當
道
制
の
影
響
だ
。
幕
府
が
當
道
制
に
よ
り
盲
人
に
対
す
る
金
貸
し
業
の
特
権
を
与
え
て
い
た
事
も
あ
り
、
江
戸
期
で
は當道制が非常に栄え、盲人でも裕福な者もおり、吉原の芸者
を
落
籍
す
る
程
の
者
も
い
た
そ
う
だ
。
盲
人
が
金
持
ち
と
い
う
鏡
花
の
設
定
も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
當
道
制
も
明
治
に
入
り
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
作
品
発
表
当
時
の
明
治
期
の
盲
人
の
状
況
と
は
異
なると思われる。むしろ近世文芸の影響が強い鏡花は、草双紙
や
歌
舞
伎
な
ど
近
世
文
芸
に
現
れ
る
盲
人
の
代
表
的
職
業
Ⅱ
按
摩
や
、
歌
舞
伎
の
演
目
「
宇
都
谷
峠
蔦
紅
葉
」
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
な
ど
の
幽
霊
に
化
け
て
崇
る
按
摩
や
座
頭
か
ら
、
妖
怪
じ
み
た
盲
人
像
を
得
た
の
だ
ろ
う
。
又
、
按
摩
は
人
の
体
を
触
る
職
業
で
も
あ
り
、
盲
人
に
と
っ
て
手
が
目
の
代
わ
り
と
い
う
点
も
あ
る
。
盲
目
に
は
体
に
触
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
か
。
婦
人
は
、
座
の
傍
に
人
気
の
ま
る
で
な
い
時
、
ひ
と
り
で
は
按
摩
を
取
ら
な
い
が
可
い
と
、
昔
気
質
の
誰
で
も
然
う
云
ふ
。
／
以
前
は
影
絵、うつし絵などでは、巫山戯たその光景を見せたさうで。
（
略
）
衣
を
透
し
て
、
肉
を
操
み
、
筋
を
萎
す
の
で
あ
る
か
ら
晄
惚
と
身
う
ち
が
溶
け
る
。
つ
い
た
し
な
み
も
粗
末
に
成
っ
て
、
下
じ
め
も
解
け
か
か
れ
ば
、
帯
も
緩
く
な
る
。
／
按
摩
を
さ
れ
る
方
は
、
相
手
を
盲
に
し
て
居
る
。
其
処
に
姿
の
油
断
が
あ
る
。
／
包
ま
し
い
膝
の
あ
た
り
か
ら
、
白
い
踵
が
、
空
に
ふ
ら
ふ
ら
と
な
り
、
し
な
し
な
と
し
て
、
按
摩
の
手
の
裡
に
糸
の
乱
る
る
が
如
く
縫
れ
て
、
（
略
）
ｌ
聞
く
に
つ
け
て
も
、
た
し
な
む
べ
き
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
１
以上は鏡花の「怨霊借用」（大正一四・三）の冒頭だ。作者
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
物
語
を
始
め
る
。
い
か
に
按
摩
に
対
し
て
いかがわしいイメージがあったかが分る。体に触る按摩が盲人
の
代
表
的
な
職
業
で
あ
っ
た
事
と
、
前
項
で
述
べ
た
煩
悩
に
縛
ら
れ
た
盲
人
像
が
重
な
り
、
鏡
花
に
と
っ
て
盲
人
は
嫌
悪
の
対
象
だ
っ
た
の
だ
ろ
労う。按摩嫌悪にも投影されている鏡花の潔癖なまでの身体接触へ
の嫌悪は、二つ目の理由にも繋がる。鏡花の恋愛観と勧善懲悪
の作品世界が、必然的に盲人を悪役にしたという点だ。勧善懲
悪
を
好
む
鏡
花
の
世
界
に
あ
っ
て
、
美
し
い
女
性
を
中
心
に
、
悪
役
盲
人
と正義の味方・主役とが対時する三角関係の構図がよく使われ
る。この三角関係で悪役盲人は必ず負け、主役が女性の心を掴
む。悪役盲人の役割は、主役の引き立て役だ。そして悪役盲人
を象徴記号として読むなら、彼らは色欲．強い執着・煩悩など
の肉体的な欲望。｜方で主役が表す象徴は恋愛の精神面、プラ
トニックな部分、肉欲的ではない恋愛となる。随筆「愛と婚姻」
（明治二八・五「太陽」）で、鏡花は当時にあって非常に進歩的
な考えを述べている。「古来我国の婚礼は、愛のためにせずし
て
社
会
の
た
め
に
す
。
」
と
婚
姻
が
親
や
親
類
、
社
会
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
「
社
会
の
婚
姻
は
、
愛
を
束
縛
し
て
、
圧
制
し
て
、
自
由を剥奪せむがために造られたる、残絶、酷絶の刑法」と婚姻
制度そのものを批判し、「完全なる愛は「無我」のまたの名な
り
。
故
に
愛
の
た
め
に
せ
む
か
、
他
に
與
へ
ら
る
る
も
の
は
、
難
と
い
へ
ど
も
、
苦
と
い
へ
ど
も
、
喜
ん
で
、
甘
じ
て
、
こ
れ
を
享
く
。
元
来
不
幸
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と
い
ひ
、
窮
苦
と
い
ひ
、
銀
難
辛
苦
と
い
ふ
も
の
、
皆
我
を
我
と
し
た
る
我
を
以
て
、
他
に
Ｉ
社
会
に
ｌ
対
す
る
よ
り
起
る
処
の
怨
言
の
み
。
愛
に
よりて我なかりせば、いづくんぞそれを苦楽あらむや。」と、
愛は「無我」故銀難辛苦も乗り越えられるという恋愛観を語る。
進歩的な自由恋愛を讃え、「愛は「無我」」と述べるこの随筆に
は
、
ま
さ
に
鏡
花
が
理
想
と
す
る
精
神
主
義
的
な
恋
愛
至
上
主
義
が
語
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
鏡
花
の
主
人
公
た
ち
は
自
ら
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
愛
を
証
明
し
、
死
を
以
て
愛
の
強
さ
を
証
明
し
た
り
と
極
端
に
献
身
的
だ
。
そ
し
て
肉
体
に
触
れ
ず
し
て
精
神
的
な
繋
が
り
だ
け
で
成
立
す
る
場
合がほとんどだ。観念小説と評された「外科室」（明二八・六
「文芸倶楽部」）はいい例だ。前述した「高野聖」の、水浴にて
妖
艶
な
女
を
前
に
「
志
が
堅
固
」
で
獣
に
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
宗
朝
な
ど
もそうと一一一一口えよう。明治期に「恋愛」という一一一一口葉・概念が輸入
さ
れ
た
と
い
う
の
は
よ
く
言
わ
れ
る
。
鏡
花
作
品
の
主
役
が
当
時
新
し
い
精
神
主
義
的
な
恋
愛
を
担
う
と
し
た
な
ら
ば
、
盲
人
が
主
に
担
当
し
て
い
るのは前近代的な「色」の世界・色情の恋であり、それを仏教
的な言葉で言えば「煩悩」になる。鏡花は新しい恋愛観を作る
上
で
、
男
女
の
精
神
的
な
関
係
や
観
念
を
恋
愛
の
理
想
の
中
心
に
据
え
、
肉
体
的
な
関
係
や
欲
望
を
汚
ら
わ
し
い
と
排
除
し
た
。
そ
れ
ら
を
排
除
す
る
こ
と
で
観
念
的
に
高
純
度
の
理
想
恋
愛
を
可
能
に
し
、
純
粋
性
を
保
て
た
の
だ
。
し
か
し
前
近
代
的
恋
愛
観
、
つ
ま
り
排
除
さ
れ
た
肉
体
関
係
や
欲
望
を
表
す
言
葉
を
見
出
せ
ず
、
そ
れ
ら
に
は
従
来
使
わ
れ
て
い
た
仏
語
の「煩悩」や「畜生道」を使い、さらに表現として盲人を使っ
た
。
い
わ
ば
恋
愛
の
美
徳
や
理
想
、
理
性
の
部
分
な
ど
陽
の
側
面
は
善
人
役
が
演
じ
、
欲
望
や
執
着
な
ど
の
陰
の
側
面
、
本
能
的
な
部
分
を
盲
人
が
鏡
花
は
本
来
一
人
の
人
間
の
身
の
内
に
ど
ち
ら
も
あ
る
は
ず
の
理
性
と
本
能
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
に
分
け
独
立
さ
せ
、
象
徴
化
さ
せ
た
。
そ
れ
が
恋
愛
の
場
面
に
お
い
て
は
主
役
と
悪
役
で
あ
り
、
悪
役
は
盲
人
や
畜
生
に
な
る
。
が
、
本
来
人
間
に
は
理
性
と
本
能
の
ど
ち
ら
も
あ
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
完
全
に
観
念
的
な
愛
情
だ
け
の
人
間
や
、
完
全
に
肉
体
的
欲
望
だ
け
の
人
間
も
ま
た
不
自
然
だ
。
精
神
的
恋
愛
を
象
徴
し
て
い
る
善
人
が
煩
悩
に
悩
む
と
き
も
あ
れ
ば
、
盲
人
に
清
ら
か
な
部
分
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
筈
だ
。
そ
の
不
自
然
さ
を
突
い
て
い
る
の
が
、
主
人
公
が
盲
目
に
な
る
作
品
で
あ
る
。
主
人
公
で
あ
り
な
が
ら
盲
目
で
あ
る
彼
ら
は
、
分
裂
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。
善
人
・
主
役
と
し
て
の
正
義
感
や
純
潔
と
、
悪
役
と
し
て
の
執
着
や
欲
望
を
併
せ
持
つ
の
だ
。
主
役
が
盲
目になる作品は三つ、「黒百合」（明一一一一一・六「読売新聞」）、
「三人の盲の話」（明治四五・四「中央公論」）、「天守物語」（大
六・九「新小説」）だ。これらには、悪役盲人とは異なる盲目
が表れている。
ま
ず
、
鏡
花
の
書
い
た
恋
愛
と
煩
悩
の
勝
負
が
必
ず
し
も
決
ま
ら
な
い
作品、「三人の盲の話」を見ていこう。この作品では一組の恋
人
た
ち
と
盲
人
が
登
場
す
る
。
横
恋
慕
し
て
い
た
盲
人
に
鴎
さ
れ
、
男
は
女
の
浮
気
を
疑
う
。
怒
り
の
ま
ま
、
男
は
盲
人
に
云
わ
れ
た
通
り
「
婦
の
影を、誉めう、吸はう、捉へよう、魔ものがいる」と女に告げ
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
｜｜｜、主役になった盲人たち
ｌ「｜｜｜人の盲の話」「黒百合」
５２
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て
脅
す
。
脅
さ
れ
た
女
は
守
宮
に
似
た
魔
物
（
実
は
盲
人
）
の
幻
覚
を
見
る
よ
う
に
な
り
、
苦
の
あ
ま
り
薬
で
自
ら
失
明
す
る
。
女
が
失
明
し
た
と
知
っ
た
男
は
、
初
め
て
盲
人
に
編
さ
れ
た
と
知
り
、
自
ら
も
針
で
目
を
刺
す
。
盲
人
の
好
計
に
は
ま
り
、
三
人
と
も
最
終
的
に
盲
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
男
は
「
三
世
、
｜
娑
婆
、
因
果
と
約
束
が
繋
が
っ
た
と
、
い
づ
れ
も
発起仕り、熾悔をいたし、」と、作品中ではこの結果が「因果」
の
せ
い
だ
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
盲
目
を
寓
意
と
し
て
読
む
な
ら
三
人
諸
共
煩
悩
へ
堕
ち
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
女
も
男
も
盲
目
に
な
る
と
い
う
結
果
は
、
正
確
に
は
前
世
の
因
果
が
原
因
で
は
な
い
。
盲
人
に
云
わ
れ
た
言
葉
を
信
じ
、
女
を
疑
っ
た
男
に
原
因
は
あ
っ
た
。
女
の
乳
房
に
あ
る
黒
子
を
盲
人
に
指
摘
さ
れ
た
男
は
、
怒
り
狂
う
。
そ
し
て
女
が
膚
を
見
せ
た
と
疑
い
嫉
妬
に
狂
っ
た
段
階
で
、
男
は
ま
た
盲
人
と
同
じ
盲
目
の
世
界
に
堕
ち
た
。
「
三
人
の
盲
の
話
」
で
の
盲
目を一言で表せば、嫉妬だ。男の愛の純粋性はここで失われて
し
ま
う
。
主
役
と
し
て
晴
眼
の
資
格
Ⅱ
鏡
花
の
理
想
と
す
る
純
粋
高
潔
な
愛
の
態
度
を
失
え
ば
、
主
役
も
ま
た
悪
役
盲
人
と
同
じ
道
を
辿
り
、
盲
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
鏡
花
が
恋
愛
の
倫
理
や
道
徳
や
そ
の
至
誠
を
問
う
時
は
、
潔
癖
な
ほ
ど
に
厳
し
い
裁
断
が
主
役
に
も
下
さ
れ
る
の
だ
。
善
人
で
あ
る
主
役
も
常
に
盲
人
側
の
世
界
・
陰
の
世
界
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
思
えば、「高野聖」の若い宗朝も迷っていた。婦人の山家に別れ
を
告
げ
た
後
、
道
す
が
ら
出
会
っ
た
女
滝
は
水
浴
を
髻
露
と
さ
せ
、
宗
朝
の目に婦人の裸体を蘇らせる。
汚
ら
は
し
い
欲
の
あ
れ
ば
こ
そ
こ
う
な
っ
た
上
に
祷
躍
す
る
わ
、
其
顔
を
見
て
声
を
聞
け
ば
、
渠
等
夫
婦
が
同
衾
す
る
の
に
枕
を
並
べ
て
差
支
へ
い
、
そ
れ
で
も
汗
に
な
っ
て
修
行
を
し
て
、
坊
主
で
果
て
る
また鏡花の盲人のパターンを完全に覆す作品が、「黒百合」
（明治一一三・六～七）だ。この作品は他の作品と格段異なる盲
目が描かれ、盲目観も突出している。後に一一一一口う盲目と幻視の関
係
、
〈
見
る
ｌ
見
ら
れ
る
〉
〈
行
為
ｌ
思
考
ｘ
幻
想
ｌ
現
実
〉
が
す
で
に
書
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
主
役
に
盲
人
を
据
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
避
け
ら
れ
な
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
鏡
花
作
品
に
お
け
る
盲
人
の
三
角
関
係
で
は
、
大
抵
盲人男性が悪役であり、晴眼者の引き立て役だ。が、「黒百合」
で
は
瀧
太
郎
と
い
う
青
年
と
共
に
、
拓
と
い
う
失
明
し
た
青
年
が
主
役
と
し
て
登
場
す
る
。
主
役
盲
人
・
若
山
拓
が
初
め
て
登
場
す
る
場
面
で
は
、
明らかに他の悪役盲人と異なる描写がなされている。「大人し
やかな学生風の、年配二十五六の男である。（略）帽は被らず、
髪
の
短
い
の
を
漆
の
や
う
で
、
色
の
美
し
い
白
い
、
細
面
の
、
背
の
す
ら
よ
り
は
余
程
ま
し
ぢ
や
この独白は今や婦人に「汚らはしい欲」を感じてしまった、
宗
朝
の
素
直
な
心
情
だ
っ
た
。
こ
の
後
、
偶
然
会
っ
た
山
の
親
仁
に
説
得
さ
れ
事
情
を
聞
き
、
宗
朝
は
一
目
散
で
山
を
駆
け
下
り
る
。
で
は
偶
然
出
会
っ
た
親
仁
に
説
得
さ
れ
な
け
れ
ば
、
ど
う
な
っ
た
か
。
宗
朝
は
山
に
戻
り
婦
人
と
暮
ら
し
、
「
魔
人
」
で
あ
る
婦
人
に
飽
き
ら
れ
れ
ば
、
薬
売
り
同様畜生に変えられたかもしれない。確かに「汚らわしい欲」
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
も
は
や
初
め
て
婦
人
と
水
浴
し
た
と
き
の
よ
うに宗朝の「志が堅固」かも疑わしい。主役であっても盲人や
畜
生
の
世
界
に
揺
れ
動
く
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
｜
歩
間
違
え
れ
ば
善
人
も
畜
生
界
・
煩
悩
の
盲
目
に
堕
ち
る
恐
怖
が
絶
え
ず
あ
る
の
だ
。
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り
と
し
た
の
が
、
」
と
、
端
正
な
風
貌
の
美
青
年
で
一
見
た
だ
の
学
生
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
盲
人
の
痘
痕
顔
や
貧
弱
な
風
体
、
幽
霊
を
思
わ
せ
る
不
気
味
な
描
写
と
は
異
な
る
。
し
か
も
拓
は
二
十
五
六
歳
、
東
京
出
身
の
理
学
士
だ
。
こ
れ
ら
の
設
定
に
も
彼
が
盲
人
で
あ
り
な
が
ら
、
い
か
に
主
役として描かれているかが表れている。
「
黒
百
合
」
で
最
も
注
目
す
べ
き
場
面
は
、
拓
の
見
た
夢
・
魔
処
岩
瀧
の
夢
の
場
面
だ
。
拓
の
目
を
治
す
た
め
に
、
恋
人
の
お
雪
が
黒
百
合
を
採
り
に
魔
処
へ
行
っ
て
い
る
間
、
拓
は
一
人
大
雨
の
中
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
不
吉
な
雨
の
様
子
が
盲
人
・
拓
の
耳
を
通
し
て
全
て
音
で
表
さ
れ
、
「理学士は恐ろしい夢を見た」から場面は飛び、拓の夢の中に
移
る
。
魔
処
・
岩
瀧
の
景
色
が
描
か
れ
、
片
翼
一
間
余
り
も
あ
ろ
う
大
鷲
に
追
わ
れ
逃
げ
る
お
雪
と
瀧
太
郎
少
年
の
姿
が
語
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
瀧
太
郎
と
お
雪
の
活
躍
と
同
時
に
、
二
人
の
姿
を
た
だ
見
守
る
し
か
な
い
盲
人
・
拓
の
心
が
繊
細
に
描
か
れ
始
め
る
。
お
雪
に
対
す
る
瀧
太
郎
の
言
動
か
ら
、
二
人
を
見
守
っ
て
い
た
拓
の
心
が
明
ら
か
に
揺
れ
始
る
の
だ
。
拓
に
比
べ
「
情
の
籠
っ
た
、
然
も
無
邪
気
な
、
罪
の
無
い
こ
と
を
い
ひ
」
得
る
瀧
太
郎
。
そ
の
差
異
に
、
拓
は
あ
ら
た
め
て
自
分
の
お
雪
へ
の
姿
勢
、
愛
を
省
み
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
拓
自
身
が
、
瀧
太
郎
の
「
其
時
の
其
意
気
、
其
姿
、
其
風
情
」
に
耐
え
難
い
魅
力
を
認
め
、
「
我
は
棄
て
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
と
思
っ
た
、
お
雪
は
自
分
を
見
棄
て
る
で
あ
ら
う
と
思
っ
た
」
と
ま
で
思
う
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
盲
目
は
関
係
な
く
、
瀧
太
郎
自
身
の
魅
力
が
、
「
理
学
士
は
又
心
か
ら
、
十
の
我
に
百
を
加
へ
て
も
、
尚
遥
か
に
其
の
少
年
に
及
ば
な
い
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
」
と
、
恋
敵
の
拓
に
さ
え
瀧
太
郎
の
優
勢
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
と
なる。
拓
と
瀧
太
郎
は
実
に
対
照
的
な
人
物
だ
。
作
中
で
拓
自
身
も
細
か
く
、
比
較
し
て
い
る
。
ま
ず
、
何
も
見
え
な
い
盲
目
と
、
人
よ
り
数
倍
物
が
見
え
る
超
人
的
視
力
の
重
瞳
。
ま
た
、
お
雪
の
助
け
に
活
き
、
彼
女
を
岩
瀧
の
死
地
に
陥
ら
し
た
の
は
拓
で
あ
り
、
実
際
お
雪
を
救
う
為
に
荒
鷲
と
戦っているのは瀧太郎であるという事実。これも愛を誓いなが
ら
実
際
は
女
を
助
け
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
苦
し
め
て
い
る
男
・
拓
と
、
女
の
危
機
を
実
際
に
行
動
で
救
う
男
・
瀧
太
郎
の
違
い
だ
。
そ
し
て
瀧
太
郎
が
華
族
で
あ
り
、
そ
の
意
気
と
容
貌
と
風
采
と
品
位
に
、
「
直
ち
に
我
を
棄
て
て
渠
に
愛
を
移
す
の
は
、
世
に
最
も
公
平
な
こ
と
で
あ
る
と
思
」
う
と
あ
る
。
こ
の
比
較
の
中
に
、
拓
の
固
定
観
念
が
突
出
し
て
い
る
。
相
手
が「華族」である点や「高家の室」になる事を理由に、恋人を
棄ててもおかしくないという発想だ。拓は「華族」という身分
や「高家の室」という玉の輿が理由なら、心移りも在り得るこ
と
だ
と
自
然
に
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
魔
処
の
夢
は
、
非
常
に
対
照
的
な
瀧
太
郎
の
姿
や
言
動
に
よ
っ
て
、
拓
に自省を促す。が、その自省する心理にすら拓の固定観念が出
て
し
ま
う
。
盲
人
の
自
分
よ
り
晴
眼
者
の
瀧
太
郎
を
良
し
と
す
る
判
断
に
も
、
ま
た
華
族
の
瀧
太
郎
を
良
し
と
す
る
価
値
基
準
も
、
お
雪
の
心
移
り
を
予
想
す
る
視
点
も
、
い
ず
れ
も
鏡
花
の
主
人
公
に
は
似
合
わ
ず
世
間
の
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
固
定
観
念
や
社
会
通
念
を
覆
す
も
の
と
し
て
、
鏡
花
の
自
由
恋
愛
が
あ
る
の
だ
。
そ
う
いった枠組みや境界、人間社会のしがらみを超え得るものが唯
一精神の自由であり、恋愛が最もそれを体現しやすいからこそ、
愛
に
ひ
た
す
ら
で
純
粋
な
者
た
ち
を
鏡
花
は
い
つ
も
愛
し
、
人
間
の
男
女
や魔物を描いたのだ。しかし、拓にはそれがなし得ない。拓は
５４
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、
現
実
世
界
・
目
明
き
の
世
界
で
は
、
拓
は
見
守
ら
れ
庇
護
さ
れ
る
側
だ
っ
た
。
夢
・
幻
想
の
世
界
で
は
、
盲
人
が
見
る
側
に
な
り
、
目
明
き
で
あ
る
お
雪
と
瀧
太
郎
が
見
ら
れ
る
側
に
な
っ
て
い
る
。
夢
で
は
、
盲
人
と
目
明
き
の
立
場
が
逆
転
す
る
の
だ
。
そ
し
て
、
見
る
側
に
居
る
拓
は
ど
う
足
掻
い
て
も
、
見
ら
れ
る
側
に
い
る
お
雪
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
夢
の
中
の
〈
見
る
ｌ
見
ら
れ
る
〉
の
関
係
は
、
二
者
の
立
場
の
距
離
・
隔
絶
を
如
実
に
表
す
。
し
か
し
何
故
見
る
側
が
、
実
際
に
は
盲
目
で
ある筈の拓の立場になるのだろうか。夢中の拓の「見るばかり」
と
は
、
た
だ
の
〈
見
る
ｌ
見
え
な
い
〉
の
状
態
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
、
事
実
は
認
識
で
き
る
が
自
分
は
何
も
動
け
な
い
、
行
動
で
き
な
い
状
態
を
示
し
て
い
る
の
だ
。
逆
に
夢
の
中
で
見
ら
れ
る
側
と
は
、
実
際
に
敵
に
対
時
し
て
戦
っ
て
い
る
渦
中
の
人
た
ち
で
あ
り
、
行
動
し
て
い
る
人
た
ち
だ
。
身
を
挺
し
て
黒
百
合
を
採
り
に
行
っ
た
お
雪
が
愛
を
体
現
す
る
行
動
の
人
な
ら
、
大
鷲
か
ら
お
雪
を
助
け
て
傷
つ
い
て
い
る
瀧
太
郎
も
自
分
の
思
い
即
行
動
の
人
で
あ
る
。
度
々
お
雪
の
危
機
を
救
っ
て
み
せ
る
瀧
太
郎
の
姿
は
、
拓
に
「
我
が
妻
を
以
て
這
の
神
将
に
捧
げ
む
」
と
恩
は
し
め
る
の
に
十
分
だ
。
夢
中
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
瀧
太
郎
の
大
胆
で
頼
も
し
い
言
動
に
度
々
拓
が
感
心
し
、
瀧
太
郎
精
神
の
自
由
・
心
の
目
を
閉
じ
て
い
る
。
拓
が
お
雪
を
疑
い
、
彼
女
の
無
心
の
愛
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
盲
目
が
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
真
実
が
見
え
な
い
状
態
を
表
し
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
拓
と
対
照
的
に
、
神
の
申
し
子
の
よ
う
な
瀧
太
郎
の
重
瞳
は
、
型
破
り
な
が
ら
も
逆
に
世
間
の
常
識
に
惑
わ
さ
れ
ず
真
実
を
見
出
す
者
、
真
実
に
開
眼
し
て
い
る
状
態
を一不していると一一一一口える。
と
自
分
を
比
較
し
負
け
を
認
め
る
理
由
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
分
に
は
そ
れ
が
な
い
、
又
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
だ
。
で
き
る
か
で
き
な
い
か
を
、
拓
は
夢
の
中
の
瀧
太
郎
に
よ
っ
て
自
問
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
多
く
の
答
えは「できない」だった。
お
そ
ら
く
拓
は
行
動
の
人
で
は
な
い
。
拓
の
夢
の
中
の
〈
見
る
〉
は
即
ち
見
る
だ
け
、
拓
は
い
く
ら
思
っ
て
も
行
動
で
き
ず
、
実
際
の
問
題
解
決
に
は
何
ら
影
響
力
を
持
て
な
い
〈
見
る
者
〉
、
非
行
為
者
だ
。
〈
行
動
ｌ
非
行
動
〉
で
あ
り
〈
見
ら
れ
る
者
ｌ
見
る
者
ｘ
行
為
ｌ
思
考
〉
な
の
だ
。
盲
目
だ
か
ら
見
る
人
・
見
る
側
の
人
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
非
行
為
者
、
つ
ま
り
〈
見
る
〉
の
を
運
命
付
け
ら
れ
た
者
だ
か
ら
こ
そ
盲
目
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
。
「
我
が
手
働
か
ず
、
足
動
か
ず
、
目
は
唯
天
涯
の
一
方
に
、
白
き
花
に
埋
も
れ
た
お
雪
を
見
る
ば
か
り
。
片
手
を
以
て
抱
き
得
る
や
う
な
、
細
い
雲
れ
た
妻
の
体
を
、
理
学
士
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
ならず」とあるように、拓は目だけしか動かせず、夢の中で体
を
動
か
せ
る
の
は
瀧
太
郎
だ
。
ま
る
で
瀧
太
郎
に
は
肉
体
が
あ
り
、
拓
は
目
だ
け
で
肉
体
が
な
い
か
の
よ
う
だ
。
極
度
に
行
為
が
皆
無
で
、
恋
人
に
愛
を
表
現
す
る
の
は
言
葉
だ
け
だ
っ
た
拓
・
夢
に
見
る
だ
け
で
手
を
出
す
こ
と
の
出
来
な
い
〈
見
る
者
〉
の
立
場
は
、
現
実
世
界
で
も
お
雪
を
何
ら
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
拓
そ
の
ま
ま
な
の
だ
。
夢
は
そ
れ
を
如
実
に
表
し
た
。
お
雪
を
救
え
な
い
と
苦
し
む
夢
中
の
世
界
は
、
行
動
も
出
来
ず
、
自
分
の
世
界
か
ら
出
ら
れ
な
い
者
が
自
ら
陥
っ
た
地
獄
だ
。
夢
を
見
て
苦
し
む
拓
が
い
る
一
方
で
、
現
実
世
界
よ
り
も
、
幻
想
の
中
の
お
雪
は
魅
力
を
発
揮
し
輝
き
始
め
る
。
拓
は
度
々
お
雪
に
棄
て
ら
れ
る
不
安
を
漏
ら
す
が
、
お
雪
と
は
本
当
に
そ
ん
な
女
だ
っ
た
ろ
う
か
。
お
雪
に
と
っ
て
の
拓
の
失
明
と
は
、
拓
の
た
め
に
自
分
の
全
て
を
賭
け
ら
れ
る
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「
唯
々
、
私
は
あ
の
お
邸
へ
上
が
り
ま
す
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
の
で
ございます。」（略）「何故だ。」「内に拓さんといふ方がご
ざ
い
ま
す
、
花
を
欲
し
い
と
存
じ
ま
し
た
の
も
、
皆
其
人
の
為
な
ん
で
す
か
ら
。
」
と
死
を
極
め
た
も
の
の
、
却
っ
て
悠
る
こ
と
を
蝉
ら
ず一一一一口って差傭向く。
た
と
え
絶
体
絶
命
の
時
に
目
の
前
に
助
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
男
・
瀧
太
郎
が
居
て
も
、
お
雪
の
心
は
変
わ
ら
な
い
。
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
に
拓
の
た
め
な
の
だ
。
’
一
人
の
男
の
能
力
や
器
量
、
身
分
、
言
動
の
差
異
が
比
較
さ
れ
、
瀧
太
郎
の
優
勢
が
分
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
語り手が「数の多量なるものが、愛を購ひ得るのでは無かった」
と
語
る
と
お
り
、
お
雪
の
愛
は
「
数
の
多
量
」
と
い
う
勝
ち
負
け
と
は
無
縁
だ
。
拓
と
瀧
太
郎
の
意
志
に
な
ら
な
い
、
強
さ
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
「
黒
百
合
」
に
お
け
る
宝
と
は
、
こ
の
お
雪
の
純
粋
無
我
の
愛
な
の
だ
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
物
を
手
に
入
れ
、
魔
処
の
魔
物
を
退
治
す
る
瀧
太
郎
で
さ
え
も
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
、
人
間
の
魂
と
も
唯
一
の
宝
と
も
言
え
る
の
かもしれない。拓の「望」のために犠牲になっていた筈の女が、
そ
の
捨
て
身
の
犠
牲
的
行
為
に
よ
っ
て
自
ら
の
力
と
魂
を
奮
い
立
た
せ
、
うぐ か、
生
命
さ
え
も
賭
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
試
さ
れ
、
結
果
と
し
て
愛
の
試
練
と
な
っ
て
い
た
。
目
の
患
い
で
働
け
な
い
拓
を
、
自
ら
働
い
て
養
う
の
は
愛
が
あ
れ
ば
お
か
し
く
な
い
。
た
だ
生
命
を
か
け
て
ま
で
魔
処
へ
黒
百
合
を
採
り
に
い
く
行
為
は
、
常
軌
を
逸
し
て
い
る
。
「
屹
度
あ
の
私
が
生
命
を
掛
け
ま
し
て
も
、
お
目
の
治
る
や
う
に
し
て
上
げ
ま
す
よ
」
と
い
う
約
束
を
お
雪
は
体
現
す
る
の
だ
。
お
雪
の
純
粋
さ
は
言
葉
だ
け
で
は
な
く、生命を賭けてまで行動で示す、愛の体現ｌまさに鏡花の一一一一口
「愛は無我」の体現にある。
夢
の
中
の
拓
。
そ
れ
は
目
Ⅱ
非
行
動
で
あ
り
、
目
前
の
出
来
事
に
関
与
で
き
な
い
者
、
幻
視
者
の
立
場
だ
。
鏡
花
に
と
っ
て
の
幻
想
を
考
え
る
時
、
単
に
幽
霊
や
魔
物
が
登
場
す
る
作
品
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
が
、
幻
想
幻覚とそれを見る者を書いた作品もある。例えば、「春昼」（明
治三九・十一「新小説」）では、ドッペルゲンガーが登場する。
村
の
金
持
ち
の
御
新
姐
に
一
目
惚
れ
し
た
男
が
恋
に
病
み
、
あ
る
晩
山
へ
迷
い
込
み
不
思
議
な
野
芝
居
を
見
る
と
、
そ
の
舞
台
に
は
既
に
愛
す
る
御
新
姐
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
御
新
姐
と
背
中
合
せ
で
立
つ
、
も
う
一
人
の
自
分
を
、
男
は
見
て
し
ま
う
。
現
実
世
界
の
男
と
御
新
姐
は
互
い
に
手
に
触
れ
る
ど
こ
ろ
か
会
話
を
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
散
歩
の
折
に
橋
で
す
れ
違
う
時
た
だ
挨
拶
す
る
く
ら
い
だ
。
互
い
に
触
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
絶対に結ばれない二人には埋められない距離が厳然とある。が、
そ
の
分
だ
け
強
い
想
い
が
二
人
の
も
の
に
な
り
、
肉
体
を
介
在
し
な
い
精
神
の
繋
が
り
が
恰
も
絶
対
的
な
も
の
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
現
実
的
な
肉
体
の
距
離
と
、
精
神
的
な
繋
が
り
が
反
比
例
の
関
係
で
あ
る
。
非
常
に
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
恋
愛
だ
。
し
か
し
こ
の
距
離
も
元
は
世
間
や
社
会
に
阻
ま
れ
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
現
実
世
界
で
結
ば
れ
る
に
は
肉
体
的
距
離
の
解
逆
に
拓
よ
り
遠
く
高
い
存
在
に
変
化
す
る
の
だ
。
お
雪
が
到
達
し
た
場
所
は
、
愛
と
い
う
観
念
と
行
為
が
合
致
し
た
領
域
だ
。
愛
の
観
念
だ
け
に
埋
没
し
行
動
を
失
っ
た
拓
に
は
、
観
念
と
行
為
を
合
致
さ
せ
得
る
お
雪
が
遠
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。
肉
体
よ
り
も
精
神
的
な
恋
愛
を
至
上
の
も
の
と
し
て
い
た
鏡
花
だ
が
、
「黒百合」では、違う答を出している。それは愛もただ精神だ
け
で
は
な
く
、
行
為
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
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消
が
不
可
欠
な
の
だ
。
い
く
ら
精
神
的
絆
や
観
念
の
世
界
に
逃
げ
て
も
、
現
実
的
に
人
妻
と
そ
の
愛
人
で
あ
る
二
人
が
引
き
裂
か
れ
て
い
る
現
状
は
変
わ
ら
な
い
。
よ
っ
て
男
は
精
神
的
絆
だ
け
で
は
満
た
さ
れ
ず
、
ま
た
現
実
も
受
け
入
れ
が
た
く
葛
藤
す
る
。
こ
の
二
者
間
の
葛
藤
が
、
男
を
分
裂
させる。その分裂は、舞台上で御新姐と結ばれる男と、それを
見
る
観
客
の
男
と
な
っ
て
現
れ
る
。
幻
想
の
内
は
男
の
願
う
世
界
、
舞
台
上
の
ド
ッ
ベ
ル
ゲ
ン
ガ
１
は
男
の
願
望
の
体
現
だ
。
で
は
観
客
席
の
男
と
は
何
者
か
。
見
る
男
は
、
願
望
が
あ
り
な
が
ら
未
だ
現
実
世
界
の
地
に
足
を
つ
け
て
い
る
男
、
幻
想
の
外
に
い
て
幻
想
を
見
て
い
る
男
、
幻
視
者
だ
。
ど
ち
ら
が
本
当
の
彼
な
の
か
。
男
が
後
に
「
真
個
な
ら
其
処
で
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
し
た
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
男
は
舞
台
上
の
自
分
で
死
に
た
か
っ
た
。
つ
ま
り
幻
想
幻
覚
の
自
分
で
良
か
っ
た
、
舞
台
上
の
自
分
で
い
た
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
－
の
本
体
で
あ
る
幻
視
者
は
、
生
き
て
い
る
限
り
現
実
世
界
に
戻
り
、
理
想
と
懸
け
離
れ
た
現
実
を
引
き
受
け
、
肉
体
を
引
き
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
幻
想
の
自
分
で
い
る
た
め
に
は
、
肉
体
を
捨
て
る
し
か
な
い
。
よ
っ
て
現
実
世
界
に
取
り
残
さ
れ
た
男
は
、
肉
体
・
現
実
世
界
を
放
棄
す
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
自殺してしまう。
偶
像
は
、
木
、
金
、
乃
至
、
土
。
そ
れ
を
金
銀
、
珠
玉
で
飾
り
、
色
彩
を
装
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
言
ふ
ん
で
す
か
。
人
間
だ
っ
て
、
皮
、
血
、
肉
、
五
臓
、
六
肺
、
そ
ん
な
も
の
で
束
ね
あ
げ
て
、
是
に
衣
も
の
を
着
せ
る
ん
で
す
。
／
人
に
は
霊
魂
が
あ
る
、
偶
像
に
は
そ
れがない、と一一一一口ふかも知れん。（略）霊魂が何だか分らな
いから、迷ひもする、悟りもする、（略）。的がなくなって
弓
の
修
業
が
出
来
ま
す
か
。
／
偶
像
は
要
ら
な
い
と
言
ふ
人
に
、
そ
ん
な
ら
恋
人
は
唯
だ
幕
ふ
、
愛
す
る
、
こ
が
る
る
だ
け
で
、
一
緒
に
な
ら
ん
で
も
可
い
の
か
、
姿
を
見
ん
で
も
可
い
の
か
。
姿
を
見
た
ば
か
り
で
、
口
を
利
か
ず
と
も
、
口
が
利
い
た
ば
か
り
で
、
手
に
槌
ら
ず
と
も
、
手
に
槌
つ
た
だ
け
で
、
寝
な
い
で
も
、
可
い
の
か
、
と
聞
いて御覧なさい。せめて夢でも、其の人に逢ひたいのが実
情です。
これは「春昼」の前半、観音堂で旅人と僧が交わした偶像崇
拝
に
つ
い
て
の
会
話
だ
。
人
と
偶
像
を
並
べ
て
語
り
、
偶
像
ｌ
神
仏
の
関
係
に
、
肉
体
Ｉ
精
神
、
実
体
Ｉ
非
実
体
の
関
係
を
そ
の
ま
ま
重
ね
て
い
る
。
「霊魂が何だか分らないから、迷ひもする、悟りもする、危み
も
す
る
、
安
心
も
す
る
、
拝
み
も
す
る
、
信
心
も
す
る
」
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
霊
魂
に
繋
が
る
媒
体
と
し
て
仏
像
や
人
の
肉
体
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
鏡
花
が
恋
愛
に
お
い
て
排
除
し
た
は
ず
の
肉
体
が
、
魂
の
媒
体
と
し
て
登
場
す
る
。
結
局
媒
体
な
し
で
は
人
は
目
に
見
え
な
い
も
の
を
信
じ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ま
た
逆
に
目
に
見
え
な
い
も
の
を
信
じ
る
た
め
に
も
媒
体
に
槌
り
た
い
と
思
う
の
だ
。
精
神
や
観
念
へ
の
極
端
な
偏
重
は
、
肉
と
魂
の
分
離
と
い
う
不
自
然
を
生
じ
さ
せ
、
人
を
苦
し
め
る
。
鏡
花
の
幻
視
者
は
、
幻
想
を
夢
見
な
が
ら
も
同
時
に
そ
の
苦
し
み
も
知
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
現
実
を
引
き
受
け
ら
れ
な
い
故
に
幻
想
に
生
き
た
い
と
願
う
。
現
実
と
理
想
の
分
裂
・
隔
絶
を
統
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
故
に
、
幻
想
を
選び、死ぬことで幻想と一体化するのだ。たとえ幻想だとして
も
愛
す
る
二
人
が
結
ば
れ
、
そ
れ
が
自
身
の
美
学
に
お
い
て
真
実
と
思
え
るならば、むしろ現実より幻想を選ぶのが鏡花なのかもしれな
いｏ「
黒
百
合
」
の
拓
が
最
終
的
に
出
し
た
答
も
、
埋
め
ら
れ
な
い
距
離
に
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敗
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
夢
に
よ
っ
て
お
雪
と
の
隔
絶
を
自
覚
し
た
拓
は
、
夢
か
ら
目
覚
め
た
後
ど
う
し
た
の
か
。
お
雪
、
拓
、
瀧
太
郎
の
三
角
関
係
は
洪
水
の
場
面
で
最
終
局
面
を
迎
え
、
拓
は
唯
一
残
さ
れ
た
行
為
に
及
ぶ
。
そ
れ
は
お
雪
に
別
れ
告
げ
る
こ
と
、
縁
切
り
だ
っ
た
。
お
雪
の
伽
に
な
っ
て
い
る
自
分
が
一
人
洪
水
の
中
に
残
り
死
ね
ば
、
お
雪
を
自
由
に
し
て
や
れ
る
。
死
が
唯
一
自
分
の
真
情
を
表
現
で
き
る
行
為
な
の
だ
。
死
ぬ
こ
と
で
初
め
て
、
拓
は
今
ま
で
分
裂
し
て
い
た
お
雪
に
対
す
る
想
い
と
行
為
を
合
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
お
雪
が
拓
を
諦
め
る
わ
け
もなく、瀧太郎はお雪を助ける為に拓を助け、結局三人の一一一角
関
係
は
崩
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
三
角
関
係
を
一
番
理
解
し
て
い
た
の
は
お
雪
だ
っ
た
。
お
雪
は
、
瀧
太
郎
に
は
頬
摺
を
残
し
、
拓
に
は
「
拓
さ
ん
堪
忍
し
て
」
と
声
を
残
し
、
自
ら
水
に
沈
む
。
こ
こ
で
も
瀧
太
郎
に
は
頬
摺
と
い
う
行
為
、
拓
に
は
声
・
言
葉
だ
。
こ
の
違
い
に
ど
の
よ
う
な
真
意
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
ち
ら
に
お
雪
の
心
が
あ
っ
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
ど
ち
ら
か
を
選
べ
得
な
か
っ
た
と
も
、
単
純
に
二
人
を
助
け
た
か
っ
た
と
も取れるが、「黒百合」の結末では明らかにならない。思うに、
お
雪
が
瀧
太
郎
を
選
ん
で
も
彼
女
の
心
は
拓
に
あ
り
、
拓
を
選
ん
で
も
行
為
や
身
体
の
次
元
で
の
溝
は
残
り
続
け
る
。
だ
か
ら
瀧
太
郎
は
お
雪
を
無
理
に
連
れ
出
せ
ず
、
拓
は
別
れ
る
こ
と
が
お
雪
の
た
め
に
最
善
だ
と
思
っ
た
。
結
局
こ
こ
に
も
神
仏
ｌ
偶
像
で
は
な
い
が
、
心
１
体
、
非
実
体
Ｉ
実
体
、
観
念
ｌ
行
動
の
よ
う
な
分
裂
が
あ
り
、
お
雪
に
は
拓
ｌ
瀧
太
郎
が
心
１
体
と
同
じ
な
の
だ
。
対
照
的
な
拓
と
瀧
太
郎
は
実
は
背
中
合
わ
せ
の
二
人
、
本
来
な
ら
二
人
で
一
人
の
人
間
な
の
だ
。
だ
か
ら
お
雪
は
ど
ち
ら
か
一
人
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
何
故
分
裂
を
解
消
す
る
に
は
死
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
か
。
現
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
一
貫
し
て
、
仏
教
的
価
値
観
や
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
た
く
め
く
ら
〉
的
悪
役
盲
人
を
書
き
続
け
た
鏡
花
。
だ
が
、
ま
た
一
方
で
主
役
盲
人
の
内
部
か
ら
盲
目
を
描
く
時
、
そ
れ
は
幻
視
者
へ
と
深
く
リ
ン
ク
し
て
い
く
も
の
だ
っ
た
。
盲
目
を
書
き
な
が
ら
、
そ
の
構
造
は
〈
肉
体
ｌ
精
神
〉
〈
現
実
ｌ
幻
想
ｘ
行
動
ｌ
観
念
〉
〈
見
る
ｌ
見
ら
れ
る
〉
の
二元対立を浮かび上がらせた。明治と一一一一口う時代的背景もあり前
近
代
的
盲
目
観
を
強
く
持
っ
て
い
た
鏡
花
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
構
造
を
書
く
事
が
出
来
た
の
か
。
鏡
花
に
は
〈
自
意
識
〉
の
影
な
ど
は
少
し
も
見
え
な
い
が
、
お
そ
ら
く
幻
想
の
作
家
と
し
て
〈
現
実
ｌ
幻
想
〉
〈
可
視
ｌ
不
可
視
〉
に
対
す
る
拘
り
も
強
く
、
恋
愛
に
お
け
る
極
端
な
精
神
主
義
か
ら
す
で
に
〈
肉
体
ｌ
精
神
〉
〈
現
実
ｌ
幻
想
〉
の
二
元
対
立
を
内
在
さ
せ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
少
数
で
あ
っ
て
も
主
役
盲
人
を
書
け
ば
こ
の
よ
う
な
構
造
を
作
り
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
非
常
に
前
近
代
的
な
作
家
で
あ
り
な
がら、現代に通じる感覚があった鏡花の面白さと言える。
実
世
界
に
生
き
な
が
ら
、
隔
絶
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
鏡花には異界や幻想に逃げるか、死ぬほかに方法が見つけられ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
（注）
①「黒猫」（明一一八・六・二二～七・一一’一一「北国新聞」）、「一之
巻」～「誓之巻」（明二九・五～三○・｜「文芸倶楽部」）、
四
、
お
わ
り
に
５８
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②
・
村
松
定
孝
「
「
心
の
闇
」
と
一
鏡花研究』昭和四九・八）
く
登
場
だ
け
す
る
も
の
「怪語」（明三○・七「太陽」）、「山中哲学」（明一一一○・十二
「太陽」）、「黒百合」（明一一一二・六「読売新聞」）、「霊象」（明
四○・｜「文芸倶楽部」）、「歌行燈」（明四三・一「新小説」）、
「貴婦人」（明四四・十「’一一越」＊）、稽古扇」（明四五・二
「中央新聞」＊）、「三人の盲の話」（明四五・四「中央公論」）、
「紅葛」（大一一一・十二、「中央公論」＊）、「桜心中」（大四・一
「新小説」）、「天守物語」（大六・九「新小説」）、「鶚の鮨」
（大十二。一「新小説」＊）、「怨霊借用」（大十四・一一一「改造」）、
「山海評判記」（昭四・七「時事新報』、「斧琴菊」（昭九・一
「
中
央
公
論
』
。
＊
印
の
も
の
は
、
按
摩
な
ど
の
脇
役
で
、
役
割
は
な
・村松定孝「鏡花全集解題」（『鏡花全集」昭和五一・三、
岩波書店）
（ぬまたまり・博士後期課程一年）
「三人の盲の話」について」」（「泉
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